
2019年度吉川允二記念核融合エネルギー奨励賞 

ITER 計画や幅広いアプローチ（BA）活動などに代表される未来の核融合エネルギーの実現に寄与しうる内外の研究・技術開発活

動、調査活動、社会連携・貢献活動等の中で、若手人材による優れた成果かつ優れた成果が見込まれる活動を顕彰することを目的

とした吉川允二核融合エネルギー奨励賞において、以下の受賞対象分野、 

①ITER や BA に直接関わる研究・技術開発活動など。 

②上記以外で核融合エネルギーの実現に必要な研究・技術開発活動、または将来これらの研究・技術開発に寄与すると見込まれる

国内外の基礎的・基盤的な研究・技術開発活動など。 

③長期的な視野に立って核融合エネルギーの実用化や核融合を応用したエネルギー環境問題の解決に向けたシナリオ作成に寄与す

る調査研究活動など。 

④核融合エネルギーや関連する研究、開発、利用、実用化、安全性評価に関する社会との連携、教育、広報、啓発活動など。 

に対し、2019 年度は、8 件の応募がありました（①：2 件、②：6 件）。選考委員会において厳正な審査を行い、調整委員会は

授賞候補 3 件（②）を推薦することとし、運営会議で優秀賞 2 件と奨励賞 1 件が決定されました。 

2019 年度の選考委員は次の方々です（敬称略）。 

藤堂 泰（委員長、核融合科学研究所） 、江尻 晶（東京大学）、 飛田 健次（量子科学技術研究開発機構） 、村上 定義（京都大

学）、 横峯 健彦（京都大学）、 

長崎 百伸（京都大学）、 畑山 明聖（慶應義塾大学名誉教授） 以上 7 名 

 

受賞者の紹介（次ページへ） 

  



優秀賞  

田中 宏彦  氏 （名古屋大学）   

受賞テーマ： 

「原型炉ダイバータプラズマの予測精度向上を目的とした各種磁場配位装置における実験

解析・シミュレーション研究」 

選考理由： 

田中氏は NAGDIS-II（名古屋大学）、GAMMA 10/PDX（筑波大学）、LHD（核融合科学研究所）における周辺プラズマ研究に

より多くの研究成果を上げた。田中氏が見出した非接触ダイバータプラズマにおける磁力線を横切る顕著な非拡散的輸送は重要な

研究成果である。選考委員会は田中氏の研究成果と複数の装置を最大限に活用した意欲的な研究活動を高く評価した。実験とシミ

ュレーションの両面にわたる幅広い国内・国際共同研究計画が提案されており、核融合エネルギーの実現に向けたダイバータプラ

ズマ研究のさらなる進展が期待される。 

 

優秀賞  

田中 宏彦  氏 （名古屋大学） 

受賞者の抱負： 

この度は、栄えある吉川允二記念核融合エネルギー奨励賞をいただきまして、誠にありがとうございます。研究を実施するにあた

り、支えてくださいました共同研究者ならびに関係者の皆様に心より感謝申し上げます。本研究は、原型炉設計において極めて重

要な課題として認識されているダイバータ熱負荷の低減とその予測について、実験解析およびシミュレーションから取り組むもの

です。特に、ヘリカル・直線型装置を含む複数の磁場配位装置で観測された非接触ダイバータ状態時の非拡散的輸送現象の増大

は、ダイバータ板前面での熱負荷の分散をもたらすことから、影響の定量的評価や物理機構の解明が望まれます。これら輸送や、

原子・分子過程、共鳴摂動磁場の効果などの一連の研究を通じて、原型炉ダイバータプラズマの予測精度向上に貢献したいと考え

ております。ITER 建設が進み、JT-60SA の運転開始を目前に控える今日、核融合研究は大きな変動期にあります。視野を広く持

ち、必要とされる研究課題を常に見極めながら、核融合エネルギーの早期実現に向けて鋭意努力して参ります。今後ともご指導の

程よろしくお願い申し上げます。 

  



優秀賞  

若月 琢馬 氏 （量子科学技術研究開発機構）  

受賞テーマ： 

「核融合炉の高性能化を目指した先進プラズマ制御手法の開発 」 

選考理由： 

若月氏は強化学習を核融合プラズマの制御システムに適用し、複数の輸送モデルの学習によって幅広い物理条件に適応した制御シ

ステムの構築が可能であることを初めて示した。独自のアプローチで将来のプラズマ実験に備えている若月氏の研究姿勢、および

JT-60SA や原型炉に向けたこの手法の将来性を選考委員会は高く評価した。研究計画では実際のトカマク装置における実証実験

への発展が提案されており、有効性が実証されれば若月氏の先進プラズマ制御手法は核融合エネルギーの実現に大きく貢献するも

のと期待される。 

 

優秀賞  

若月 琢馬 氏 （量子科学技術研究開発機構 ）  

受賞者の抱負： 

この度は栄誉ある賞をいただきまして誠にありがとうございます。共同研究者の方々をはじめ、本研究にご意見、アドバイス等を

いただいた皆様に厚く御礼申し上げます。本研究では、近年目覚ましい進歩を遂げている機械学習の一手法である強化学習という

手法を用いて核融合プラズマの制御システムを実現することを目指しております。本システムの特徴は、多様な輸送特性やプラズ

マパラメータを与えたシミュレーションに対して強化学習を行うことで、適応的な制御システムを構築する点です。これにより、

幅広いパラメータ範囲のプラズマをすべて説明可能な輸送モデルを構築しなくとも、あるパラメータ範囲毎にプラズマを精度よく

説明可能な多数の輸送モデルに対して学習することで、閉じ込め性能の異なる多様なプラズマに適応可能な制御システムを構築す

ることを目指しています。現時点では計算機シミュレーションにおいてその有効性を確認した段階ですが、今回の受賞を励みに、

今後実際の核融合プラズマ実験においてその有効性を実証していきたいと考えております。今後とも、皆様方のご指導ご鞭撻の

程、宜しくお願い申し上げます。 

  



奨励賞  

河村 学思 氏 （核融合科学研究所）    

受賞テーマ： 

「EMC3-EIRENE コードを基盤とした核融合周辺プラズマの３次元輸送モデル研究開発」 

選考理由： 

河村氏は独自の３次元格子点系を開発して３次元 SOL/ダイバータ解析コード EMC3-EIRENE を LHD 周辺プラズマに適用するこ

とに成功し、ダイバータ幾何形状が中性ガスのリサイクリング特性に与える影響を解明した。選考委員会はこれらの研究成果と、

長期間を要するコード開発および実験との比較によるコードの妥当性検証への取り組みの姿勢を高く評価し、奨励賞に値すると判

断した。 

 

奨励賞  

河村 学思 氏 （核融合科学研究所） 

受賞者の抱負： 

この度は名誉ある賞を賜わり、大変嬉しく思っております。計算コードの開発や実験データの提供をはじめ、さまざまな議論をさ

せていただいた共同研究者の方々に厚くお礼申し上げるとともに、同僚や家族の協力にも深く感謝いたします。本研究は、核融合

炉心プラズマを取り囲む周辺プラズマの数値モデリングを行ったもので、マックスプランクプラズマ物理研究所で開発されている

EMC3-EIRENE コードを基盤としています。大型ヘリカル装置(LHD)のダイバータレグを含めた周辺プラズマ全体を覆う計算グリ

ッドの開発、そして LHD の実験結果による検証を通して、実形状のプラズマ分布を実験条件にあわせて計算することができるよ

うになりました。とりわけ、開構造・閉構造ダイバータ間での水素ガス圧の違いの再現、不純物ガスを導入した放電の模擬など、

重要な実験テーマに関連したモデリングを行いました。また、LHD 以外の装置（NAGDIS-II・Heliotron J・JT-60SA・Gamma 

10/PDX）への同コードの適用が進んだことも重要な成果です。今後も LHD を中心に他の装置も含めたモデリング研究をより広

い共同研究の枠組みで進めることで、核融合エネルギー開発に貢献していきたいと考えています。 

 


